
日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索

　

厚
生
労
働
省
は
平
成
27
年
7
月
か
ら

生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
基
準
を
引
き
下

げ
し
、
各
自
治
体
に
新
た
な
限
度
額
を

示
し
ま
し
た
。

　

船

橋

市

で

は

単

身

世

帯

が

4

万

6
0
0
0
円
か
ら
新
基
準
額
で
は
4
万

3
0
0
0
円
に
。
2
人
か
ら
6
人
世
帯

で
は
5
万
9
8
0
0
円
か
ら
2
人
世
帯

で
5
万
2
0
0
0
円
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
2
人
以
上
世
帯
の
区
分

が
細
分
化
さ
れ
ま
し
た
。
（
表
１
参
照
）

　

新
基
準
額
を
超
え
る
住
宅
扶
助
受
給

者
か
ら
「
早
急
に
転
居
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
」
と
不
安
の
声
が
全
国
的

に
上
る
中
で
、
厚
生
労
働
省
は
、
「
経
過

措
置
」
の
条
件
を
示
し
、
「
こ
の
条
件
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

限
り
に
お
い
て
は
旧
基

準
額
を
適
用
し
て
差
し

支
え
な
い
」
と
し
ま
し

た
。 ７

月
か
ら
住
宅
扶
助
基
準
引
き
下
げ

７
月
か
ら
住
宅
扶
助
基
準
引
き
下
げ

生
活
保
護
受
給
者
の
住
宅
確
保
を
！

生
活
保
護
受
給
者
の
住
宅
確
保
を
！

引
き
続
き
旧
基
準
額
が
適
用

　
　 

さ
れ
る
経
過
措
置
の
条
件

経
過
措
置
(1)

・
転
居
に
よ
っ
て
通
院
な
ど
に
支
障
を

来
す
場
合
。

・
転
居
に
よ
っ
て
通
勤
、
通
学
に
支
障

を
来
す
場
合
。

・
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
な
ど
で
あ
っ

て
、
転
居
に
よ
っ
て
自
立
を
阻
害
す

る
場
合
。

経
過
措
置
(2)

・
家
賃
等
が
旧
基
準
額
を
超
え
て
い
な

い
場
合
で
賃
貸
借
契
約
等
に
お
い
て
、

契
約
期
間
や
更
新
に
定
め
が
あ
る
場

合
→
本
年
7
月
1
日
以
降
に
初
め
て

到
来
す
る
契
約
期
間
の
満
了
日
の
属

す
る
月
ま
で
の
間
。

　

ま
た
、
契
約
期
間
の
定
め
は
あ
る

が
、
更
新
の
定
め
が
な
い
と
き
→
平

成
28
年
6
月
ま
で
の
間
。

住
宅
扶
助
受
給
世
帯
の

　
個
々
の
実
態
把
握
を
し
、

　
　
　
　
　
経
過
措
置
を
！

　

船
橋
市
の
住
宅
扶
助
受
給
世
帯
は

5
9
0
0
世
帯
、
そ
の
う
ち
家
賃
が
新

基
準
額
以
内
の
世
帯
が
2
4
0
0
世

帯
で
、
新
基
準
額
を
超
え
る
世
帯
は

3
5
0
0
世
帯
に
な
り
ま
す
。
（
表

２
参
照
）

　

新
基
準
額
を
超
え
た
分
を
自
分
で

負
担
す
る
こ
と
も
転
居
も
で
き
な
い

受
給
者
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

引
き
続
き
旧
基
準
を
支
給
す
る
経

過
措
置
の
適
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

6
月
市
議
会
で
、
経
過
措
置
適
用

の
た
め
各
世
帯
の
状
況
把
握
を
求
め

た
と
こ
ろ
「
対
象
と
な
る
全
戸
に
対

し
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
一
軒
一
軒

訪
問
し
、
家
庭
ご
と
の
事
情
を
的
確

に
把
握
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま

た
「
転

居

対

象

と

な

る

約

8
3
0
世
帯
に
つ
い
て
、
居
住
継
続

の
意
思
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
家

主
と
契
約
額
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

交
渉
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
の

答
弁
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
保
受
給
者
の
み
な
さ
ん
は
、
担

裏
面
へ
続
く
↓

経過措置の適用世帯数　　（表２） （世帯）

（月額）住宅扶助（家賃）と新基準の限度額　（表１）

5,900 2,400 3,500 430 230 1,600 420 830

住宅扶

助受給

世帯

新基準

額以内

の世帯

傷 病

世 帯

高齢者

世 帯

障がい

者世帯

経過措
置(２)

通 勤

通 学

新基準額を超える世帯

経過措置（１）

1人

43,000円 52,000円 56,000円 60,000円 67,000円

2人 3人～5人 6人 7人以上

当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
良
く
話
し

合
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
市
議
団
に
ご
相
談

下
さ
い
。
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6
月
議
会
で
日
本
共
産
党
は
学

校
給
食
の
放
射
能
検
査
体
制
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
船
橋
市
で
は
学

校
給
食
の
放
射
能
検
査
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
状
の
検
査
体
制
は

不
十
分
で
あ
る
と
い
う
保
護
者
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
給
食
の
検
査
体
制
は
外
部

委
託
で
食
材
の
個
別
検
査
、
給
食
丸

ご
と
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
個

別
検
査
に
つ
い
て
は
検
査
さ
れ
る
食

材
が
実
際
に
給
食
に
使
用
さ
れ
る
食

材
で
は
な
く
、
前
も
っ
て
献
立
表
を

基
に
選
定
し
た
食
材
を
市
が
購
入
し

検
査
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
検

　

厚
生
労
働
省
は
平
成
27
年
7
月
か
ら

生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
基
準
を
引
き
下

げ
し
、
各
自
治
体
に
新
た
な
限
度
額
を

示
し
ま
し
た
。

　

船

橋

市

で

は

単

身

世

帯

が

4

万

6
0
0
0
円
か
ら
新
基
準
額
で
は
4
万

3
0
0
0
円
に
。
2
人
か
ら
6
人
世
帯

で
は
5
万
9
8
0
0
円
か
ら
2
人
世
帯

で
5
万
2
0
0
0
円
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
2
人
以
上
世
帯
の
区
分

が
細
分
化
さ
れ
ま
し
た
。
（
表
１
参
照
）

　

新
基
準
額
を
超
え
る
住
宅
扶
助
受
給

者
か
ら
「
早
急
に
転
居
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
」
と
不
安
の
声
が
全
国
的

に
上
る
中
で
、
厚
生
労
働
省
は
、
「
経
過

措
置
」
の
条
件
を
示
し
、
「
こ
の
条
件
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

限
り
に
お
い
て
は
旧
基

準
額
を
適
用
し
て
差
し

支
え
な
い
」
と
し
ま
し

た
。

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
学
校
給
食
を
！

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
学
校
給
食
を
！

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
学
校
給
食
を
！

査
の
頻
度
が
2
週
間
に
1
回
と
あ
ま

り
に
も
少
な
す
ぎ
る
こ
と
、
検
出
限

界
値
が
10
ベ
ク
レ
ル
／
ｋ
ｇ
と
高
い

こ
と
な
ど
が
保
護
者
の
間
か
ら
不
満

の
声
と
し
て
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

丸
ご
と
検
査
に
つ
い
て
も
食
べ
た
後

で
検
査
す
る
と
い
う
体
制
な
の
で
汚

染
さ
れ
た
食
材
が
検
査
を
す
り
抜
け

て
給
食
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

「
外
部
委
託
で
は
な
く
市
で
検
査

機
を
購
入
し
、
食
べ
る
前
に
検
査
す

る
体
制
を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
」

「
検
出
限
界
値
を
下
げ
検
査
体
制
の

強
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と

引
き
続
き
旧
基
準
額
が
適
用

　
　 

さ
れ
る
経
過
措
置
の
条
件

経
過
措
置
(1)

・
転
居
に
よ
っ
て
通
院
な
ど
に
支
障
を

来
す
場
合
。

・
転
居
に
よ
っ
て
通
勤
、
通
学
に
支
障

を
来
す
場
合
。

・
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
な
ど
で
あ
っ

て
、
転
居
に
よ
っ
て
自
立
を
阻
害
す

る
場
合
。

経
過
措
置
(2)

・
家
賃
等
が
旧
基
準
額
を
超
え
て
い
な

い
場
合
で
賃
貸
借
契
約
等
に
お
い
て
、

契
約
期
間
や
更
新
に
定
め
が
あ
る
場

合
→
本
年
7
月
1
日
以
降
に
初
め
て

到
来
す
る
契
約
期
間
の
満
了
日
の
属

す
る
月
ま
で
の
間
。

　

ま
た
、
契
約
期
間
の
定
め
は
あ
る

が
、
更
新
の
定
め
が
な
い
と
き
→
平

成
28
年
6
月
ま
で
の
間
。

住
宅
扶
助
受
給
世
帯
の

　
個
々
の
実
態
把
握
を
し
、

　
　
　
　
　
経
過
措
置
を
！

　

船
橋
市
の
住
宅
扶
助
受
給
世
帯
は

5
9
0
0
世
帯
、
そ
の
う
ち
家
賃
が
新

主
張
し
ま
し
た
が
、
現
在
の
検
査
体

制
や
検
出
限
界
値
は
適
切
で
あ
る
と

い
う
答
弁
で
し
た
。

　
給
食
費
の
無
料
化
を

　

市
立
小
学
校
の
給
食
費
は
年
間

4
・
8
万
円
～
5
・
5
万
円
、
中
学

校
で
6
・
4
万
円
に
な
り
ま
す
。
子

育
て
世
代
は
衣
服
代
、
住
宅
ロ
ー

ン
、
家
賃
、
塾
や
習
い
事
な
ど
家
計

の
や
り
く
り
が
大
変
で
す
。

　

ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め

に
給
食
費
の
無
料
化
を
提
案
し
ま
し

た
。
市
は
学
校
給
食
は
教
育
の
一
部

だ
と
し
な
が
ら
も
受
益
者
負
担
と
い

う
考
え
方
か
ら
無
料
化
は
行
わ
な
い

と
い
う
答
弁
で
し
た
。
し
か
し
、
憲

法
26
条
に
は
義
務
教
育
は
無
償
と
す

る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産

党
は
誰
も
が
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る

給
食
を
無
料
化
す
る
た
め
に
今
後
も

力
を
尽
く
し
ま
す
。

基
準
額
以
内
の
世
帯
が
2
4
0
0
世

帯
で
、
新
基
準
額
を
超
え
る
世
帯
は

3
5
0
0
世
帯
に
な
り
ま
す
。
（
表

２
参
照
）
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た
分
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分
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負
担
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こ
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も
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給
者
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く
あ
り
ま
せ
ん
。
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続
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基
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支
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る
経
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措
置
の
適
用
が
求
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ら
れ
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い
ま

す
。

　

6
月
市
議
会
で
、
経
過
措
置
適
用

の
た
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各
世
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と
こ
ろ
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な
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全
戸
に
対
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ワ
ー
カ
ー
が
一
軒
一
軒

訪
問
し
、
家
庭
ご
と
の
事
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を
的
確

に
把
握
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
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。

　

ま

た
「
転

居
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と

な
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8
3
0
世
帯
に
つ
い
て
、
居
住
継
続

の
意
思
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
家

主
と
契
約
額
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て

交
渉
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
の

答
弁
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
保
受
給
者
の
み
な
さ
ん
は
、
担

表
面
の
続
き
↓

当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
良
く
話
し

合
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
困
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
市
議
団
に
ご
相
談

下
さ
い
。

給
食
の
放
射
能
検
査
の
充
実
で
安
全
確
保
を
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